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猿喰（さるはみ）新田潮抜き穴（中島正憲）
何の遺跡か，と，まずはてなマークが頭に渦巻くが，これは北九州市門司区猿喰新田の悪水（塩水）を海に流すための排水用樋門の一部。
江戸時代中期につくられたものだそうで今から 250 年くらい前の構造物，ということになる。すでに使用されなくなってから久しいので
周辺は雑草に覆われてなかなか構造を解読できないが，要するに干拓してつくった新田に進・浸水してくる塩分の濃い海水を海にはき出
す装置で，干潮時にはこの機能が働き，満潮時には扉が閉じて海水を入れない，というじつにすぐれた装置である。
飢饉で飢餓に苦しむ人々のために土地の庄屋が私財をなげうって行った干拓事業，そして付帯の潮抜き穴と呼んだ装置の工事だった｡↗
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↘ その卓越した発想と人力で作り上げた計り知れない知恵と労力に感嘆するばかりだが，石や石灰を使ってコンクリート状の接着材を
巧みに活用している，その時代の＜常識＞もすごい。
門司の周防灘に面した側，新門司港に近い猿喰新田に近いあたりは，Google の画像で見ると埋立てが続いてできたところであることが

よく分かる。疏水とは逆に，排水の樋門も同時に考えなければならなかった農業で，それによって生みだされた技術の多大さを，この
＜謎＞の遺跡の写真が物語っていると言えよう。 （講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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